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厚生労働科学研究費の年次推移（平成10年度を100％とする）

厚労科研究全体：２１７億→４８４億（２２３％）

子ども家庭総合研究：６．１億→４．８億（８０％）
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(6)第３次対がん総合戦略研究 
 
分野名   Ⅲ．疾病・障害対策研究 

事業名       
第３次対がん総合戦略研究 

がん臨床研究 

主管部局（課室）   健康局総務課がん対策推進室 

運営体制      
厚生労働省本省において、国立がんセンターの協力を得つつ運営

する予定 

 

関連する「第 3期科学技術基本計画」における理念と政策目標（大目標、中目標） 

理念   健康と安全を守る 

大目標  生涯はつらつ生活 

中目標  国民を悩ます病の克服 
 

１．事業の概要 
(1)第 3 期科学技術基本計画・分野別推進戦略との関係 

重要な研究開発課題 

「生活環境・習慣と遺伝の相互関係に基づいた疾患解明及び予防

から創薬までの研究開発」、「がん、免疫・アレルギー疾患、生活

習慣病、骨関節疾患、腎疾患、膵臓疾患等の予防・診断・治療の

研究開発」、「治験を含む新規医療開発型の臨床研究」 

研究開発目標    

・2010 年までに、個人の特性に応じた治療や創薬に資するよう、

我が国における主要疾患の関連遺伝子の同定等を行うととも

に、予防・治療法や創薬につなげるための手法を開発する。 

・2010年までに、がん、糖尿病などの生活習慣病や難病の治療・

診断法を開発するための基盤を蓄積し、臨床研究につなげる。


